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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 釘 本 体 の 近 位 部 か ら 前 記 釘 本 体 の 遠 位 部 に 延 び る 釘 長 手 軸 線 を 定 め る 釘 本 体 と 、
　 前 記 釘 本 体 内 に 形 成 さ れ 、 前 記 釘 長 手 軸 線 を 横 切 っ て 延 び る 第 １ の ね じ 軌 道 を 定 め る 第  
１ の 近 位 貫 通 孔 と 、
　 前 記 釘 本 体 内 に 形 成 さ れ 、 前 記 釘 長 手 軸 線 を 横 切 っ て 延 び る 第 ２ の ね じ 軌 道 を 定 め る 第  
２ の 近 位 貫 通 孔 と 、
　 前 記 釘 本 体 内 に 形 成 さ れ 、 前 記 釘 長 手 軸 線 を 横 切 っ て 延 び る 第 ３ の ね じ 軌 道 を 定 め る 第  
３ の 近 位 貫 通 孔 と 、
　 前 記 釘 本 体 内 に 形 成 さ れ 、 患 者 の 上 腕 が 基 本 肢 位 に あ る と き に 、 患 者 の 上 腕 骨 の 前 方 に  
対 応 す る 前 方 及 び 患 者 の 上 腕 骨 の 近 位 に 対 応 す る 近 位 か ら 患 者 の 上 腕 骨 の 後 方 に 対 応 す る  
後 方 及 び 患 者 の 上 腕 骨 の 遠 位 に 対 応 す る 遠 位 に 延 び る 、 患 者 の 小 結 節 を 標 的 に す る 下 降 ね  
じ 軌 道 を 定 め る 下 降 貫 通 孔 と 、
　 前 記 釘 本 体 内 に 形 成 さ れ て お り か つ 患 者 の 上 腕 骨 の 距 領 域 を 標 的 に す る よ う に 構 成 さ れ  
た 距 ね じ 軌 道 を 定 め る 上 腕 骨 用 距 貫 通 孔 で あ っ て 、 前 記 距 ね じ 軌 道 が 上 腕 骨 頭 の 内 側 か つ  
後 部 の 象 限 に ね じ を 位 置 決 め す る よ う に 構 成 さ れ る よ う に 、 患 者 の 上 腕 が 基 本 肢 位 に あ る  
と き に 、 前 記 距 ね じ 軌 道 が 患 者 の 上 腕 骨 の 前 方 に 対 応 す る 前 方 か ら 患 者 の 上 腕 骨 後 方 に 対  
応 す る 後 方 に 、 患 者 の 上 腕 骨 の 外 側 に 対 応 す る 外 側 か ら 患 者 の 上 腕 骨 の 内 側 に 対 応 す る 内  
側 に 、 及 び 患 者 の 上 腕 骨 の 遠 位 に 対 応 す る 遠 位 か ら 患 者 の 上 腕 骨 の 近 位 に 対 応 す る 近 位 に  
延 び る 、 上 腕 骨 用 距 貫 通 孔 と を 備 え 、

請求項の数　10　（全20頁）
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　 前 記 第 １ の 近 位 貫 通 孔 、 前 記 第 ２ の 近 位 貫 通 孔 、 前 記 第 ３ の 近 位 貫 通 孔 、 前 記 下 降 貫 通  
孔 、 及 び 前 記 上 腕 骨 用 距 貫 通 孔 は 、 前 記 釘 本 体 の 前 記 近 位 部 を 通 っ て 延 び る 、 上 腕 骨 用 釘 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ の 近 位 貫 通 孔 は 、 前 記 第 １ の ね じ 軌 道 が 内 側 － 外 側 軸 線 に 沿 っ て 外 側 か ら 内 側  
に 延 び る こ と を 定 め る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 上 腕 骨 用 釘 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 ２ の 近 位 貫 通 孔 は 、 前 記 第 ２ の ね じ 軌 道 が 外 側 か ら 内 側 及 び 後 方 か ら 前 方 に 延 び  
る こ と を 定 め る 、 請 求 項 １ ～ ２ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 上 腕 骨 用 釘 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 ３ の 近 位 貫 通 孔 は 、 前 記 第 ３ の ね じ 軌 道 が 外 側 か ら 内 側 及 び 前 方 か ら 後 方 に 延 び  
る こ と を 定 め る 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 上 腕 骨 用 釘 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 上 腕 骨 用 距 貫 通 孔 が 角 度 可 変 距 ね じ 軌 道 を 定 め る 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か 一 項 に  
記 載 の 上 腕 骨 用 釘 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 釘 本 体 内 に 形 成 さ れ 、 前 方 か ら 後 方 及 び 遠 位 か ら 近 位 に 延 び る 上 昇 ね じ 軌 道 を 定 め  
る 上 昇 貫 通 孔 を 更 に 含 む 、 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 上 腕 骨 用 釘 。
【 請 求 項 ７ 】
　 上 腕 骨 用 釘 本 体 の 近 位 部 か ら 遠 位 部 に 延 び る 釘 長 手 軸 線 を 定 め 、 か つ 、 患 者 の 上 腕 骨 に  
埋 め 込 ま れ る た め に 使 用 さ れ る 、 上 腕 骨 用 釘 本 体 と 、
　 前 記 釘 長 手 軸 線 を 横 切 っ て 前 記 上 腕 骨 用 釘 本 体 を 通 っ て 延 び 、 孔 入 口 及 び 孔 出 口 を 有 す  
る 、 上 腕 骨 用 距 貫 通 孔 で あ っ て 、 前 記 孔 入 口 が 前 記 孔 出 口 に 対 し て 患 者 の 上 腕 が 基 本 肢 位  
に あ る と き に 患 者 の 上 腕 骨 の 前 方 に 対 応 す る 前 方 及 び 患 者 の 上 腕 骨 の 外 側 に 対 応 す る 外 側  
に 位 置 す る 、 上 腕 骨 用 距 貫 通 孔 と を 備 え 、
　 上 腕 骨 用 距 ね じ 軌 道 が 上 腕 骨 頭 の 内 側 か つ 後 部 の 象 限 に ね じ を 位 置 決 め す る よ う に 構 成  
さ れ る よ う に 、 前 記 上 腕 骨 用 距 貫 通 孔 は 、 患 者 の 上 腕 が 基 本 肢 位 に あ る と き に 、 患 者 の 上  
腕 骨 の 前 方 に 対 応 す る 前 方 か ら 患 者 の 上 腕 骨 の 後 方 に 対 応 す る 後 方 か つ 患 者 の 上 腕 骨 の 遠  
位 に 対 応 す る 遠 位 か ら 患 者 の 上 腕 骨 の 近 位 に 対 応 す る 近 位 に 延 び る 、 上 腕 骨 の 距 領 域 を 標  
的 に す る 少 な く と も ４ つ の 異 な る 上 腕 骨 用 距 ね じ 軌 道 を 定 め 、
　 骨 ね じ は 選 択 さ れ た 前 記 上 腕 骨 用 距 ね じ 軌 道 に 沿 っ て 前 進 す る 、 上 腕 骨 用 釘 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 少 な く と も ４ つ の 異 な る 上 腕 骨 用 距 ね じ 軌 道 は 近 位 － 遠 位 方 向 及 び 内 側 － 外 側 方 向  
に 異 な る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 上 腕 骨 用 釘 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 異 な る 上 腕 骨 用 距 ね じ 軌 道 の そ れ ぞ れ は 前 記 釘 長 手 軸 線 か ら ４ ０ ° ～ ６ ０ ° の 角 度  
で 延 び る 、 請 求 項 ７ 又 は ８ に 記 載 の 上 腕 骨 用 釘 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 孔 入 口 は 内 側 － 外 側 軸 線 か ら 前 方 に お よ そ ５ ０ ° に 配 置 さ れ 、 前 記 孔 出 口 は 内 側 －  
外 側 軸 線 か ら 後 方 に お よ そ ５ ０ ° に 配 置 さ れ る 、 請 求 項 ７ ～ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 上  
腕 骨 用 釘 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
関 連 出 願 の 相 互 参 照
　 本 願 は 、 ２ ０ １ ５ 年 ４ 月 ２ ４ 日 に 提 出 さ れ た 米 国 仮 出 願 第 ６ ２ ／ １ ５ ２ ３ ３ ９ 号 の 利 益  
を 主 張 す る も の で あ り 、 同 仮 出 願 は 、 参 照 に よ り そ の 全 体 が 本 明 細 書 中 に 援 用 さ れ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 上 腕 骨 骨 折 の 治 療 に 上 腕 骨 用 釘 を 使 用 す る 際 、 主 要 血 管 系 や 神 経 系 を 避 け る と 共 に 、 上  
腕 骨 頭 近 辺 に あ る 特 定 の 解 剖 学 的 ラ ン ド マ ー ク を 効 果 的 に 標 的 と で き る こ と が 重 要 で あ る  
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。 各 患 者 の 解 剖 学 的 構 造 に お け る 大 き さ や 形 状 は 異 な る た め 、 特 定 の 解 剖 学 的 標 的 は 患 者  
に よ り そ の 場 所 が 異 な る 。 従 来 の 一 部 の 上 腕 骨 用 釘 は 患 者 の 解 剖 学 的 ラ ン ド マ ー ク を 効 果  
的 に 標 的 と す る こ と が で き な か っ た （ 従 来 技 術 と し て 、 米 国 特 許 出 願 公 開 第 ２ ０ ０ ７ ／ １  
２ ３ ８ ７ ３ 号 明 細 書 、 独 国 実 用 新 案 第 ２ ０ ２ １ ３ １ ６ 号 明 細 書 、 及 び 、 米 国 特 許 出 願 公 開  
第 ２ ０ ０ ９ ／ １ ５ ７ ０ ７ ８ 号 明 細 書 参 照 ） 。
【 発 明 の 概 要 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 本 明 細 書 で 開 示 さ れ る 器 具 を よ り 良 く 説 明 す る た め 、 以 下 に 実 施 例 を 非 限 定 的 に 列 挙 す  
る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 実 施 例 １ に お い て 、 釘 本 体 の 近 位 部 か ら 遠 位 部 に 延 び る 釘 長 手 軸 線 を 定 め る 釘 本 体 と 、  
釘 本 体 内 部 に 形 成 さ れ 、 孔 出 口 に 対 し て 前 方 で 近 位 に 位 置 す る 孔 入 口 を 有 し 、 釘 本 体 を 通  
っ て 前 方 か ら 後 方 へ の 下 降 ね じ 軌 道 を 定 め る 下 降 貫 通 孔 と を 含 む 上 腕 骨 用 釘 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 実 施 例 ２ に お い て 、 実 施 例 １ の 上 腕 骨 用 釘 は 、 下 降 貫 通 孔 が 患 者 の 小 結 節 を 標 的 に す る  
た め に 骨 ね じ を 収 容 す る よ う 任 意 で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 実 施 例 ３ に お い て 、 実 施 例 １ 又 は 実 施 例 ２ の 上 腕 骨 用 釘 は 、 下 降 貫 通 孔 が 上 腕 骨 用 釘 の  
近 位 部 を 通 っ て 延 び る よ う 任 意 で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 実 施 例 ４ に お い て 、 実 施 例 １ ～ ３ の い ず れ か の 上 腕 骨 用 釘 は 、 釘 本 体 を 通 っ て 下 降 ね じ  
軌 道 に 交 差 す る 上 昇 ね じ 軌 道 を 定 め る 上 昇 貫 通 孔 を 任 意 で 更 に 含 む 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 実 施 例 ５ に お い て 、 実 施 例 ４ の 上 腕 骨 用 釘 は 、 上 昇 ね じ 軌 道 と 下 降 ね じ 軌 道 の な す 角 度  
が 近 位 － 遠 位 方 向 に 少 な く と も ４ ０ ° で あ る よ う 任 意 で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 実 施 例 ６ に お い て 、 上 腕 骨 用 釘 は 、 釘 本 体 の 近 位 部 か ら 釘 本 体 の 遠 位 部 に 延 び る 釘 長 手  
軸 線 を 定 め る 釘 本 体 と 、 釘 本 体 内 に 形 成 さ れ 、 釘 長 手 軸 線 を 横 切 っ て 延 び る 第 １ の ね じ 軌  
道 を 定 め る 第 １ の 近 位 貫 通 孔 と 、 釘 本 体 内 に 形 成 さ れ 、 釘 長 手 軸 線 を 横 切 っ て 延 び る 第 ２  
の ね じ 軌 道 を 定 め る 第 ２ の 近 位 貫 通 孔 と 、 釘 本 体 内 に 形 成 さ れ 、 釘 長 手 軸 線 を 横 切 っ て 延  
び る 第 ３ の ね じ 軌 道 を 定 め る 第 ３ の 近 位 貫 通 孔 と 、 釘 本 体 内 に 形 成 さ れ 、 前 方 か ら 後 方 及  
び 近 位 か ら 遠 位 に 延 び る 下 降 ね じ 軌 道 を 定 め る 下 降 貫 通 孔 と 、 及 び 、 釘 本 体 内 に 形 成 さ れ  
、 前 方 か ら 後 方 、 外 側 か ら 内 側 、 及 び 遠 位 か ら 近 位 に 延 び る 距 ね じ 軌 道 を 定 め る 距 貫 通 孔  
と を 含 む 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 実 施 例 ７ に お い て 、 実 施 例 ６ の 上 腕 骨 用 釘 は 、 第 １ 、 第 ２ 、 及 び 第 ３ の 近 位 貫 通 孔 、 下  
降 貫 通 孔 、 及 び 距 貫 通 孔 が 、 釘 本 体 の 近 位 部 を 通 っ て 延 び る よ う 任 意 で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 実 施 例 ８ に お い て 、 実 施 例 ６ 又 は 実 施 例 ７ の 上 腕 骨 用 釘 は 、 第 １ の 近 位 貫 通 孔 が 第 １ の  
ね じ 軌 道 が 内 側 － 外 側 軸 線 に 沿 っ て 外 側 か ら 内 側 に 延 び る こ と を 定 め る よ う 任 意 で 構 成 さ  
れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 実 施 例 ９ に お い て 、 実 施 例 ６ ～ ８ の い ず れ か の 上 腕 骨 用 釘 は 、 第 ２ の 近 位 貫 通 孔 が 第 ２  
の ね じ 軌 道 が 外 側 か ら 内 側 及 び 後 方 か ら 前 方 に 延 び る こ と を 定 め る よ う 任 意 で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 実 施 例 １ ０ に お い て 、 実 施 例 ６ ～ ９ の い ず れ か の 上 腕 骨 用 釘 は 、 第 ３ の 近 位 貫 通 孔 が 第  
３ の ね じ 軌 道 が 外 側 か ら 内 側 及 び 前 方 か ら 後 方 に 延 び る こ と を 定 め る よ う 任 意 で 構 成 さ れ  
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 実 施 例 １ １ に お い て 、 実 施 例 ６ ～ １ ０ の い ず れ か の 上 腕 骨 用 釘 は 、 距 貫 通 孔 が 角 度 可 変  
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距 ね じ 軌 道 を 定 め る よ う 任 意 で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 実 施 例 １ ２ に お い て 、 実 施 例 ６ ～ １ １ の い ず れ か の 上 腕 骨 用 釘 は 、 釘 本 体 内 に 形 成 さ れ  
、 前 方 か ら 後 方 、 遠 位 か ら 近 位 に 延 び る 上 昇 ね じ 軌 道 を 定 め る 上 昇 貫 通 孔 を 任 意 で 更 に 含  
む 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 実 施 例 １ ３ に お い て 、 上 腕 骨 用 釘 は 、 上 腕 骨 用 釘 本 体 の 近 位 部 か ら 遠 位 部 に 延 び る 釘 長  
手 軸 線 を 定 め る 上 腕 骨 用 釘 本 体 と 、 上 腕 骨 用 釘 本 体 を 通 っ て 延 び 、 孔 出 口 に 対 し て 前 方 及  
び 外 側 に 位 置 す る 孔 入 口 を 有 す る 距 貫 通 孔 と を 含 み 、 距 貫 通 孔 は 遠 位 か ら 近 位 に 延 び る 少  
な く と も ２ つ の 異 な る 距 ね じ 軌 道 を 定 め る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 実 施 例 １ ４ に お い て 、 実 施 例 １ ３ の 上 腕 骨 用 釘 は 、 孔 入 口 が ２ つ の 交 差 長 円 を 含 む よ う  
任 意 で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 実 施 例 １ ５ に お い て 、 実 施 例 １ ３ 又 は 実 施 例 １ ４ の 上 腕 骨 用 釘 は 、 少 な く と も ２ つ の 異  
な る 距 ね じ 軌 道 が 近 位 － 遠 位 方 向 及 び 内 側 － 外 側 方 向 に お い て 異 な る よ う 任 意 で 構 成 さ れ  
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 実 施 例 １ ６ に お い て 、 実 施 例 １ ３ ～ １ ５ の 上 腕 骨 用 釘 は 、 孔 入 口 が 数 字 の ８ の 字 状 の 開  
口 を 含 む よ う 任 意 で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 実 施 例 １ ７ に お い て 、 実 施 例 １ ３ ～ １ ６ の い ず れ か の 上 腕 骨 用 釘 は 、 距 貫 通 孔 が 少 な く  
と も ３ つ の 異 な る 距 ね じ 軌 道 を 定 め る よ う 任 意 で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 実 施 例 １ ８ に お い て 、 実 施 例 １ ３ ～ １ ７ の い ず れ か の 上 腕 骨 用 釘 は 、 孔 入 口 が ３ つ の 交  
差 長 円 を 含 む よ う 任 意 で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 実 施 例 １ ９ に お い て 、 実 施 例 １ ３ ～ １ ８ の い ず れ か の 上 腕 骨 用 釘 は 、 異 な る 距 ね じ 軌 道  
の そ れ ぞ れ が 釘 長 手 軸 線 か ら ４ ０ ° ～ ６ ０ ° の 角 度 で 延 び る よ う 任 意 で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 実 施 例 ２ ０ に お い て 、 実 施 例 １ ３ ～ １ ９ の い ず れ か の 上 腕 骨 用 釘 は 、 孔 入 口 が 内 側 － 外  
側 軸 線 か ら 前 方 に 約 ５ ０ ° の 角 度 で 配 置 さ れ 、 孔 出 口 が 内 側 － 外 側 軸 線 か ら 後 方 に 約 ５ ０  
° の 角 度 で 配 置 さ れ る よ う 任 意 で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 実 施 例 ２ １ に お い て 、 実 施 例 １ ～ ２ ０ の い ず れ か 一 つ 、 又 は 、 い ず れ か の 組 み 合 わ せ の  
装 置 、 シ ス テ ム 、 又 は 方 法 は 、 上 述 し た 全 て の 要 素 又 は 任 意 の 要 素 を 使 用 可 能 又 は 選 択 可  
能 な よ う に 任 意 で 構 成 で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 装 置 、 シ ス テ ム 、 及 び 方 法 の 上 記 及 び そ の 他 の 実 施 例 や 特 徴 は 、 そ の 一 部 が 以 下 の 「  
発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 」 に 規 定 さ れ る 。 本 概 要 は 、 本 特 許 出 願 の 主 題 の 概 説 を 提 供 す  
る こ と を 意 図 し て い る 。 本 「 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 」 は 、 本 特 許 出 願 の 更 な る 情 報 を  
提 供 す る た め に 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 面 は 必 ず し も 実 物 大 に 描 か れ た も の で は な い が 、 異 な る 図 面 間 の 同 様 の 数 字 は 同 様 の  
構 成 要 素 を 表 す こ と が あ る 。 同 様 の 数 字 が 異 な る 接 尾 文 字 を 有 す る 場 合 、 同 様 の 構 成 要 素  
の 異 な る イ ン ス タ ン ス を 表 す こ と が あ る 。 概 し て 、 図 面 は 一 例 と し て 非 限 定 的 に 本 明 細 書  
で 解 説 さ れ る 各 種 実 施 例 を 描 写 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ Ａ 】 図 １ Ａ は 、 本 開 示 の 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 に 係 わ る 、 上 腕 骨 用 釘 の 前 面 図 で  
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あ る 。
【 図 １ Ｂ 】 図 １ Ｂ は 、 本 開 示 の 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 に 係 わ る 、 図 １ Ａ の 上 腕 骨 用 釘 の  
近 位 部 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 １ Ｃ 】 図 １ Ｃ は 、 本 開 示 の 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 に 係 わ る 、 図 １ Ａ と 図 １ Ｂ の 上 腕  
骨 用 釘 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 １ Ｄ 】 図 １ Ｄ は 、 本 開 示 の 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 に 係 わ る 、 図 １ Ａ ～ 図 １ Ｃ の 上 腕  
骨 用 釘 の 外 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ Ｅ 】 図 １ Ｅ は 、 本 開 示 の 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 に 係 わ る 、 図 １ Ｄ の 上 腕 骨 用 釘 の  
近 位 部 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ２ Ａ 】 図 ２ Ａ は 、 本 開 示 の 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 に 係 わ る 、 上 腕 骨 用 釘 の 前 面 図 で  
あ る 。
【 図 ２ Ｂ 】 図 ２ Ｂ は 、 本 開 示 の 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 に 係 わ る 、 図 ２ Ａ の 上 腕 骨 用 釘 の  
近 位 部 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ２ Ｃ 】 図 ２ Ｃ は 、 本 開 示 の 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 に 係 わ る 、 図 ２ Ａ と 図 ２ Ｂ の 上 腕  
骨 用 釘 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ２ Ｄ 】 図 ２ Ｄ は 、 本 開 示 の 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 に 係 わ る 、 図 ２ Ａ ～ 図 ２ Ｃ の 上 腕  
骨 用 釘 の 外 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ Ｅ 】 図 ２ Ｅ は 、 本 開 示 の 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 に 係 わ る 、 図 ２ Ｄ の 上 腕 骨 用 釘 の  
近 位 部 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ２ Ｆ 】 図 ２ Ｆ は 、 本 開 示 の 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 に 係 わ る 、 上 昇 ね じ と 下 降 ね じ の  
ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ Ａ 】 図 ３ Ａ は 、 本 開 示 の 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 に 係 わ る 、 距 貫 通 孔 の 孔 入 口 の 透  
視 図 で あ る 。
【 図 ３ Ｂ 】 図 ３ Ｂ は 、 本 開 示 の 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 に 係 わ る 、 図 ３ Ａ の 距 貫 通 孔 の 孔  
出 口 の 透 視 図 で あ る 。
【 図 ４ Ａ 】 図 ４ Ａ は 、 本 開 示 の 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 に 係 わ る 、 距 貫 通 孔 の 孔 入 口 の 透  
視 図 で あ る 。
【 図 ４ Ｂ 】 図 ４ Ｂ は 、 本 開 示 の 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 に 係 わ る 、 図 ４ Ａ の 距 貫 通 孔 の 孔  
出 口 の 透 視 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 腕 骨 用 釘 は 、 近 位 部 か ら 遠 位 部 に 延 び る 釘 長 手 軸 線 を 定 め る 釘 本 体 を 含 む こ と が あ る  
。 一 部 の 実 施 例 で は 、 上 腕 骨 用 釘 の 近 位 部 は 、 例 え ば 、 下 降 貫 通 孔 、 距 貫 通 孔 、 及 び 複 数  
の 近 位 貫 通 孔 な ど の 、 釘 本 体 を 通 っ て 形 成 さ れ た 複 数 の 貫 通 孔 を 含 む 。 一 部 の 実 施 例 で は  
、 下 降 貫 通 孔 は 前 方 か ら 後 方 及 び 近 位 か ら 遠 位 に 延 び る 下 降 ね じ 軌 道 を 定 め る こ と が あ る  
。 一 部 の 実 施 例 で は 、 上 腕 骨 用 釘 は 、 下 降 ね じ 軌 道 に 交 差 す る 上 昇 ね じ 軌 道 を 定 め る 上 昇  
貫 通 孔 を 更 に 含 む こ と が あ る 。 一 部 の 実 施 例 で は 、 距 貫 通 孔 は 角 度 可 変 距 ね じ 軌 道 を 定 め  
る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 で は 、 上 腕 骨 用 釘 は 、 重 要 な 血 管 系 や 神 経 系 を 避 け な が ら 、 上  
腕 骨 頭 近 辺 の 解 剖 学 的 ラ ン ド マ ー ク を 標 的 に し た ね じ 軌 道 を 提 供 す る こ と が あ る 。 更 に 、  
上 腕 骨 用 釘 を 通 る こ れ ら ね じ 軌 道 に よ っ て 安 定 し た 固 定 性 能 が 提 供 さ れ る が 、 こ れ は ね じ  
が 不 良 骨 質 に 埋 め 込 ま れ る 場 合 に 特 に 重 要 と な る 。 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 で は 、 上 腕 骨  
用 釘 は 、 患 者 特 異 的 な 解 剖 学 的 ラ ン ド マ ー ク を 標 的 に す る こ と を 可 能 に す る ね じ 軌 道 を 提  
供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 一 部 の 実 施 例 で は 、 下 降 ね じ 軌 道 は 患 者 の 小 結 節 を 標 的 に で き る 。 少 な く と も 一 つ の 実  
施 例 で は 、 従 来 の 前 方 か ら 後 方 へ の ね じ 軌 道 は 釘 長 手 軸 線 を 横 切 っ て 延 び 一 部 の 患 者 に 対  
し て は 低 す ぎ て 小 結 節 を 捉 え ら れ な い こ と が あ っ た が 、 下 降 ね じ 軌 道 は 小 結 節 を よ り 効 果  
的 に 標 的 に す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ３ １ 】
　 一 部 の 実 施 例 で は 、 角 度 可 変 距 ね じ 軌 道 は 、 上 腕 骨 頭 の 距 領 域 を 標 的 に す る こ と が あ る  
。 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 で は 、 従 来 の 固 定 軌 道 シ ス テ ム に 比 べ て 、 角 度 可 変 距 ね じ 軌 道  
は 患 者 特 定 の 距 領 域 を よ り 効 果 的 に 標 的 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 そ の 他 の 適 用 可 能 分 野 は 、 本 明 細 書 に 提 供 さ れ る 説 明 か ら 明 確 に な る で あ ろ う 。 本 発 明  
の 概 要 中 の 説 明 や 特 定 の 実 施 例 は 描 写 の 目 的 の み が 意 図 さ れ て お り 、 本 開 示 の 範 囲 を 限 定  
す る こ と は 意 図 さ れ な い 。 本 明 細 書 中 で 「 横 切 っ て 」 と い う 言 葉 は 、 概 し て 「 法 線 と し て  
」 又 は 「 直 行 し て 」 と 置 き 換 え 可 能 で あ る 。 近 位 、 遠 位 、 内 側 、 外 側 、 前 、 後 、 と い う 言  
葉 は 、 上 腕 骨 用 釘 が 患 者 の 上 腕 骨 に 埋 め 込 ま れ る 際 の 上 腕 骨 用 釘 の 向 き に 関 し て 説 明 す る  
も の で あ る 。 図 １ Ａ ～ 図 ２ Ｆ は 、 軸 線 の 向 き の 方 位 記 号 を 含 み 、 「 Ｐ 」 は 近 位 軸 線 、 「 Ｄ  
」 は 遠 位 軸 線 、 「 Ｍ 」 は 内 側 軸 線 、 「 Ｌ 」 は 外 側 軸 線 、 「 Ａ 」 は 前 方 軸 線 、 「 Ｂ 」 は 後 方  
軸 線 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 １ Ａ は 、 本 開 示 の 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 に 係 わ る 、 上 腕 骨 用 釘 １ ０ ０ の 前 面 図 で あ  
る 。 上 腕 骨 用 釘 １ ０ ０ は 、 近 位 端 １ ０ ４ と 遠 位 端 １ ０ ６ と を 有 す る 上 腕 骨 用 釘 本 体 １ ０ ２  
を 含 み 、 上 腕 骨 用 釘 本 体 １ ０ ２ は 上 腕 骨 用 釘 本 体 １ ０ ２ の 長 さ に 沿 っ て 近 位 端 １ ０ ４ か ら  
遠 位 端 １ ０ ６ ま で 延 び る 釘 長 手 軸 線 １ ０ ８ を 定 め る 。 図 例 で は 、 上 腕 骨 用 釘 本 体 １ ０ ２ が  
患 者 の 上 腕 骨 １ １ ０ 内 に 埋 め 込 ま れ て い る 様 子 が 描 か れ て お り 、 概 し て 上 腕 骨 頭 １ １ ２ や  
距 領 域 １ １ ４ を 含 む 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 一 部 の 実 施 例 で は 、 上 腕 骨 用 釘 本 体 １ ０ ２ は 、 上 腕 骨 用 釘 本 体 １ ０ ２ 内 に 形 成 さ れ 、 遠  
位 部 １ ０ ６ を 通 っ て 延 び る 一 以 上 の 遠 位 貫 通 孔 １ １ ６ 、 １ １ ８ を 含 む こ と が あ る 。 各 遠 位  
貫 通 孔 １ １ ６ 、 １ １ ８ は 遠 位 ね じ 軌 道 １ ２ ０ 、 １ ２ ２ を 定 め る 。 少 な く と も １ つ の 実 施 例  
で は 、 一 以 上 の 遠 位 貫 通 孔 １ １ ６ 、 １ １ ８ は 、 遠 位 ね じ 軌 道 １ ２ ０ 、 １ ２ ２ を 定 め る こ と  
が あ り 、 釘 長 手 軸 線 １ ０ ８ を 横 切 っ て 延 び る 。 一 部 の 実 施 例 で は 、 一 以 上 の 遠 位 貫 通 孔 １  
１ ６ 、 １ １ ８ の そ れ ぞ れ は 、 上 腕 骨 用 釘 本 体 １ ０ ２ の 遠 位 部 １ ０ ６ を 通 っ て 、 い ず れ か の  
角 度 で い ず れ か の 方 向 に 延 び る 遠 位 ね じ 軌 道 １ ２ ０ 、 １ ２ ２ を 定 め る こ と が あ る 。 図 例 で  
は 、 ２ つ の 遠 位 貫 通 孔 １ １ ６ 、 １ １ ８ が 描 か れ る が 、 他 の 実 施 例 で は 、 上 腕 骨 用 釘 本 体 １  
０ ２ が 遠 位 貫 通 孔 を 含 ま な い 場 合 、 遠 位 貫 通 孔 を 一 つ 含 む 場 合 、 又 は 、 遠 位 貫 通 孔 を ３ つ  
以 上 含 む 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 １ Ｂ は 、 本 開 示 の 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 に 係 わ る 、 図 １ Ａ の 上 腕 骨 用 釘 １ ０ ０ の 近  
位 部 １ ０ ４ の 拡 大 図 で あ る 。 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 で は 、 上 腕 骨 用 釘 本 体 １ ０ ２ は 第 １  
の 近 位 貫 通 孔 １ ２ ４ と 、 第 ２ の 近 位 貫 通 孔 １ ２ ６ と 、 第 ３ の 近 位 貫 通 孔 １ ２ ８ と を 含 む こ  
と が あ り 、 近 位 貫 通 孔 １ ２ ４ 、 １ ２ ６ 、 １ ２ ８ の そ れ ぞ れ は 近 位 部 １ ０ ４ を 通 っ て 延 び 、  
各 貫 通 孔 は 上 腕 骨 用 釘 本 体 １ ０ ２ 内 に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 少 な く と も １ つ の 実 施 例 で は 、 第 １ の 近 位 貫 通 孔 １ ２ ４ は 、 上 腕 骨 用 釘 本 体 １ ０ ２ の 最  
も 近 位 に あ る 貫 通 孔 で あ っ て も よ い 。 一 部 の 実 施 例 で は 、 第 １ の 近 位 貫 通 孔 １ ２ ４ は 、 上  
腕 骨 用 釘 本 体 １ ０ ２ の 近 位 端 １ ３ ０ か ら 約 １ ０ ｍ ｍ ～ １ ５ ｍ ｍ 遠 位 に 位 置 す る こ と が あ る  
。 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 で は 、 第 １ の 近 位 貫 通 孔 １ ２ ４ は 上 腕 骨 用 釘 本 体 １ ０ ２ の 近 位  
端 １ ３ ０ か ら 約 １ ２ ． ５ ｍ ｍ 遠 位 に 位 置 す る こ と が あ る 。 一 部 の 実 施 例 で は 、 第 １ の 近 位  
貫 通 孔 １ ２ ４ は 、 近 位 部 １ ０ ４ を 通 っ て 延 び る 第 １ の ね じ 軌 道 １ ３ ２ を 定 め る こ と が あ る  
。 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 で は 、 第 １ の ね じ 軌 道 １ ３ ２ は 釘 長 手 軸 線 １ ０ ８ を 横 切 っ て 延  
び る こ と が あ る 。 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 で は 、 第 １ の ね じ 軌 道 １ ３ ２ は 内 側 － 外 側 軸 線  
に 沿 っ て 、 外 側 か ら 内 側 に 延 び る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 少 な く と も １ つ の 実 施 例 で は 、 第 ２ の 近 位 貫 通 孔 １ ２ ６ は 、 上 腕 骨 用 釘 本 体 １ ０ ２ の ２  
番 目 に 近 位 に あ る 貫 通 孔 で あ っ て も よ い 。 一 部 の 実 施 例 で は 、 第 ２ の 近 位 貫 通 孔 １ ２ ６ は  
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、 上 腕 骨 用 釘 本 体 １ ０ ２ の 近 位 端 １ ３ ０ か ら 約 １ ７ ｍ ｍ ～ ２ １ ｍ ｍ 遠 位 に 位 置 す る こ と が  
あ る 。 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 で は 、 第 ２ の 近 位 貫 通 孔 １ ２ ６ は 、 上 腕 骨 用 釘 本 体 １ ０ ２  
の 近 位 端 １ ３ ０ か ら 約 １ ９ ｍ ｍ 離 れ て 位 置 す る こ と が あ る 。 一 部 の 実 施 例 で は 、 第 ２ の 近  
位 貫 通 孔 １ ２ ６ は 、 近 位 部 １ ０ ４ を 通 っ て 延 び る 第 ２ の ね じ 軌 道 １ ３ ４ を 定 め る こ と が あ  
る 。 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 で は 、 第 ２ の ね じ 軌 道 １ ３ ４ は 釘 長 手 軸 線 １ ０ ８ を 横 切 っ て  
延 び る こ と が あ る 。 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 で は 、 第 ２ の ね じ 軌 道 １ ３ ４ は 外 側 か ら 内 側  
及 び 後 方 か ら 前 方 に 延 び る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 少 な く と も １ つ の 実 施 例 で は 、 第 ３ の 近 位 貫 通 孔 １ ２ ８ は 、 上 腕 骨 用 釘 本 体 １ ０ ２ の ３  
番 目 に 近 位 に あ る 貫 通 孔 で あ っ て も よ い 。 一 部 の 実 施 例 で は 、 第 ３ の 近 位 貫 通 孔 １ ２ ８ は  
、 上 腕 骨 用 釘 本 体 １ ０ ２ の 近 位 端 １ ３ ０ か ら 約 ２ ３ ｍ ｍ ～ ２ ８ ｍ ｍ 遠 位 に 位 置 す る こ と が  
あ る 。 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 で は 、 第 ３ の 近 位 貫 通 孔 １ ２ ８ は 上 腕 骨 用 釘 本 体 １ ０ ２ の  
近 位 端 １ ３ ０ か ら 約 ２ ５ ． ５ ｍ ｍ 離 れ て 位 置 す る こ と が あ る 。 一 部 の 実 施 例 で は 、 第 ３ の  
近 位 貫 通 孔 １ ２ ８ は 、 近 位 部 １ ０ ４ を 通 っ て 延 び る 第 ３ の ね じ 軌 道 １ ３ ６ を 定 め る こ と が  
あ る 。 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 で は 、 第 ３ の ね じ 軌 道 １ ３ ６ は 釘 長 手 軸 線 １ ０ ８ を 横 切 っ  
て 延 び る こ と が あ る 。 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 で は 、 第 ３ の ね じ 軌 道 １ ３ ６ は 外 側 か ら 内  
側 及 び 前 方 か ら 後 方 に 延 び る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 他 の 実 施 例 で は 、 上 腕 骨 用 釘 本 体 １ ０ ２ は よ り 多 く の 近 位 貫 通 孔 、 よ り 少 な い 近 位 貫 通  
孔 を 含 む こ と が あ り 、 そ れ ぞ れ の 近 位 貫 通 孔 は い ず れ の 位 置 で い ず れ の 向 き で も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 一 部 の 実 施 例 で は 、 上 腕 骨 用 釘 本 体 １ ０ ２ は 近 位 部 １ ０ ４ を 通 っ て 延 び る 下 降 貫 通 孔 １  
３ ８ を 含 む こ と が あ る 。 少 な く と も １ つ の 実 施 例 で は 、 下 降 貫 通 孔 １ ３ ８ は 、 上 腕 骨 用 釘  
本 体 １ ０ ２ の ４ 番 目 に 近 位 に あ る 貫 通 孔 で あ っ て も よ い 。 一 部 の 実 施 例 で は 、 下 降 貫 通 孔  
１ ３ ８ は 、 上 腕 骨 用 釘 本 体 １ ０ ２ の 近 位 端 １ ３ ０ か ら 約 ３ ０ ｍ ｍ ～ ３ ４ ｍ ｍ 遠 位 に 位 置 す  
る こ と が あ る 。 一 部 の 実 施 例 で は 、 下 降 貫 通 孔 １ ３ ８ は 、 上 腕 骨 用 釘 本 体 １ ０ ２ の 近 位 端  
１ ３ ０ か ら 約 ３ ２ ｍ ｍ 遠 位 に 位 置 す る こ と が あ る 。 一 部 の 実 施 例 で は 、 下 降 貫 通 孔 １ ３ ８  
は 、 近 位 部 １ ０ ４ を 通 っ て 延 び る 下 降 ね じ 軌 道 １ ４ ０ を 定 め る こ と が あ る 。 少 な く と も 一  
つ の 実 施 例 で は 、 下 降 ね じ 軌 道 １ ４ ０ は 前 方 か ら 後 方 及 び 近 位 か ら 遠 位 に 延 び る こ と が あ  
る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 一 部 の 実 施 例 で は 、 上 腕 骨 用 釘 本 体 １ ０ ２ は 近 位 部 １ ０ ４ を 通 っ て 延 び る 距 貫 通 孔 １ ４  
２ を 含 む こ と が あ る 。 少 な く と も １ つ の 実 施 例 で は 、 距 貫 通 孔 １ ４ ２ は 、 上 腕 骨 用 釘 本 体  
１ ０ ２ の ５ 番 目 に 近 位 に あ る 貫 通 孔 で あ っ て も よ い 。 一 部 の 実 施 例 で は 、 距 貫 通 孔 １ ４ ２  
は 、 上 腕 骨 用 釘 本 体 １ ０ ２ の 近 位 端 １ ３ ０ か ら 約 ４ ５ ｍ ｍ ～ ５ ０ ｍ ｍ 遠 位 に 位 置 す る こ と  
が あ る 。 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 で は 、 距 貫 通 孔 １ ４ ２ は 上 腕 骨 用 釘 本 体 １ ０ ２ の 近 位 端  
１ ３ ０ か ら 約 ４ ７ ． ５ ｍ ｍ 離 れ て 位 置 す る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 一 部 の 実 施 例 で は 、 距 貫 通 孔 １ ４ ２ は 、 近 位 部 １ ０ ４ を 通 っ て 延 び る 一 以 上 の 距 ね じ 軌  
道 １ ４ ４ 、 １ ４ ６ を 定 め る こ と が あ る 。 一 部 の 実 施 例 で は 、 一 以 上 の 距 ね じ 軌 道 １ ４ ４ 、  
１ ４ ６ の そ れ ぞ れ は 、 角 度 可 変 軌 道 か ら な る こ と が あ る 。 一 部 の 実 施 例 で は 、 距 貫 通 孔 １  
４ ２ は 、 少 な く と も ２ つ の 距 ね じ 軌 道 １ ４ ４ 、 １ ４ ６ を 定 め る こ と が あ る 。 一 部 の 実 施 例  
で は 、 距 貫 通 孔 １ ４ ２ は 、 少 な く と も ３ つ の 距 ね じ 軌 道 を 定 め る こ と が あ る 。 少 な く と も  
一 つ の 実 施 例 で は 、 距 ね じ 軌 道 １ ４ ０ は 前 方 か ら 後 方 、 外 側 か ら 内 側 、 そ し て 遠 位 か ら 近  
位 に 延 び る こ と が あ る 。 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 で は 、 距 ね じ 軌 道 １ ４ ０ は 釘 長 手 軸 線 １  
０ ８ 又 は 近 位 － 遠 位 軸 線 に 対 し て 、 様 々 な 角 度 １ ８ ０ 、 １ ８ ２ を 有 す る 。 少 な く と も 一 つ  
の 実 施 例 で は 、 距 ね じ 軌 道 １ ４ ４ 、 １ ４ ６ の そ れ ぞ れ は 、 釘 長 手 軸 線 １ ０ ８ か ら ４ ０ ° ～  
６ ０ ° の 角 度 で 延 び る こ と が あ る 。 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 で は 、 一 つ の 距 ね じ 軌 道 １ ４  
６ の 角 度 １ ８ ０ は 釘 長 手 軸 線 １ ０ ８ か ら ４ ０ ° で あ り 、 別 の 距 ね じ 軌 道 １ ４ ４ の 角 度 １ ８  
２ は 釘 長 手 軸 線 １ ０ ８ か ら ６ ０ ° で あ っ て も よ い 。 一 部 の 実 施 例 で は 、 距 貫 通 孔 １ ４ ２ は  
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、 複 数 の 軌 道 を 可 能 に す る 可 変 距 ね じ 軌 道 １ ４ ４ 、 １ ４ ６ を 提 供 す る よ う に 長 円 又 は そ の  
他 の 扁 平 開 口 か ら な る こ と が あ る 。 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 で は 、 距 貫 通 孔 １ ４ ２ は ね じ  
が ４ ０ ° か ら ６ ０ ° の い ず れ か の 角 度 で 配 置 さ れ る の を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 １ Ｃ は 、 本 開 示 の 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 に 係 わ る 、 図 １ Ａ と 図 １ Ｂ の 上 腕 骨 用 釘 １  
０ ０ の 上 面 図 で あ る 。 図 例 で は 、 上 腕 骨 用 釘 本 体 １ ０ ２ が 内 腔 １ ４ ８ を 形 成 す る こ と が あ  
る 。 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 で は 、 内 腔 １ ４ ８ は 釘 長 手 軸 線 １ ０ ８ に 沿 っ て 、 上 腕 骨 用 釘  
本 体 １ ０ ２ の 長 さ だ け 延 び る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 例 に 見 ら れ る よ う に 、 第 １ の ね じ 軌 道 １ ３ ２ は お お よ そ 内 側 － 外 側 軸 線 に 沿 っ て 、 外  
側 か ら 内 側 に 延 び る こ と が あ る 。 一 部 の 実 施 例 で は 、 第 ２ の ね じ 軌 道 １ ３ ４ は 外 側 か ら 内  
側 、 後 方 か ら 前 方 に 延 び る こ と が あ る 。 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 で は 、 第 ２ の ね じ 軌 道 １  
３ ４ は 内 側 － 外 側 軸 線 か ら 後 方 に 角 度 １ ５ ０ で 延 び る こ と が あ る 。 少 な く と も 一 つ の 実 施  
例 で は 、 第 ２ の ね じ 軌 道 １ ３ ４ の 角 度 １ ５ ０ は 、 内 側 － 外 側 軸 線 の 後 方 に 約 ３ ０ ° で あ っ  
て も よ い 。 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 で は 、 第 ２ の ね じ 軌 道 １ ３ ４ は 、 内 側 － 外 側 平 面 の 後  
方 に 約 ２ ５ ° ～ ３ ０ ° の 冠 状 面 角 度 で 延 び る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 一 部 の 実 施 例 で は 、 第 ３ の ね じ 軌 道 １ ３ ６ は 外 側 か ら 内 側 及 び 前 方 か ら 後 方 に 延 び る こ  
と が あ る 。 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 で は 、 第 ３ の ね じ 軌 道 １ ３ ６ は 内 側 － 外 側 軸 線 の 前 方  
に 角 度 １ ５ ２ で 延 び る こ と が あ る 。 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 で は 、 第 ３ の ね じ 軌 道 １ ３ ６  
の 角 度 １ ５ ２ は 、 内 側 － 外 側 軸 線 の 前 方 に 約 ２ ５ ° で あ っ て も よ い 。 少 な く と も 一 つ の 実  
施 例 で は 、 第 ３ の ね じ 軌 道 １ ３ ６ は 、 内 側 － 外 側 平 面 の 前 方 に 約 ２ ０ ° ～ ３ ０ ° の 冠 状 面  
角 度 で 延 び る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 一 部 の 実 施 例 で は 、 下 降 ね じ 軌 道 １ ４ ０ は 近 位 か ら 遠 位 及 び 前 方 か ら 後 方 に 延 び る こ と  
が あ る 。 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 で は 、 下 降 ね じ 軌 道 １ ４ ０ は 近 位 か ら 遠 位 、 前 方 か ら 後  
方 、 内 側 か ら 外 側 に 延 び る こ と が あ る 。 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 で は 、 下 降 ね じ 軌 道 １ ４  
０ は 内 側 － 外 側 軸 線 の 前 方 に 角 度 １ ５ ４ で 延 び る こ と が あ る 。 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 で  
は 、 下 降 ね じ 軌 道 １ ４ ０ の 角 度 １ ５ ４ は 、 内 側 － 外 側 軸 線 の 前 方 に 約 ９ ５ ° で あ っ て も よ  
い 。 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 で は 、 下 降 ね じ 軌 道 １ ４ ０ は 、 釘 長 手 軸 線 １ ０ ８ か ら 約 ６ ０  
° ～ ８ ０ ° の 角 度 で 前 － 後 方 向 に 延 び る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 一 部 の 実 施 例 で は 、 一 以 上 の 距 ね じ 軌 道 １ ４ ４ 、 １ ４ ６ は 、 前 方 か ら 後 方 、 外 側 か ら 内  
側 、 及 び 遠 位 か ら 近 位 に 延 び る こ と が あ る 。 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 で は 、 一 以 上 の 距 ね  
じ 軌 道 １ ４ ４ 、 １ ４ ６ は 、 内 側 － 外 側 軸 線 の 前 方 に 角 度 １ ５ ６ で 延 び る こ と が あ る 。 少 な  
く と も 一 つ の 実 施 例 で は 、 一 以 上 の 距 ね じ 軌 道 １ ４ ４ 、 １ ４ ６ の 角 度 １ ５ ６ は 、 内 側 － 外  
側 軸 線 の 前 方 に 約 ５ ０ ° で あ っ て も よ い 。 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 で は 、 一 以 上 の 距 ね じ  
軌 道 １ ４ ４ 、 １ ４ ６ は 、 釘 長 手 軸 線 １ ０ ８ か ら 約 ４ ５ ° ～ ６ ０ ° の 角 度 で 前 － 後 方 向 に 延  
び る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 で は 、 一 以 上 の 距 ね じ 軌 道 １ ４ ４ 、 １ ４ ６ は 、 内 側 － 外 側 軸 線  
か ら 約 ４ ５ ° ～ ５ ５ ° の 冠 状 面 角 度 、 及 び 、 釘 長 手 軸 線 １ ０ ８ か ら 約 ４ ０ ° ～ ６ ０ ° の 角  
度 で 延 び る 。 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 で は 、 角 度 可 変 距 ね じ 軌 道 は 、 釘 長 手 軸 線 １ ０ ８ か  
ら 約 ４ ０ ° 、 約 ５ ０ ° 、 約 ６ ０ ° で 釘 本 体 １ ０ ２ 内 に 位 置 す る こ と が あ る 。 少 な く と も 一  
つ の 実 施 例 で は 。 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 で は 、 角 度 可 変 距 ね じ 軌 道 は 、 釘 長 手 軸 線 １ ０  
８ か ら 約 ４ ０ ° 及 び 内 側 － 外 側 軸 線 か ら 約 ３ ５ ° ～ ４ ０ ° の 冠 状 面 角 度 、 釘 長 手 軸 線 １ ０  
８ か ら 約 ５ ０ ° 及 び 内 側 － 外 側 軸 線 か ら 約 ５ ０ ° の 冠 状 面 角 度 、 ま た 、 釘 長 手 軸 線 １ ０ ８  
か ら 約 ６ ０ ° の 角 度 及 び 内 側 － 外 側 軸 線 か ら 約 ６ ０ ° ～ ６ ５ ° の 冠 状 面 角 度 、 で 釘 本 体 １  
０ ２ 内 に 位 置 す る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
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　 図 例 で は 、 第 １ の 近 位 貫 通 孔 １ ２ ４ 、 第 ２ の 近 位 貫 通 孔 １ ２ ６ 、 第 ３ の 近 位 貫 通 孔 １ ２  
８ は 、 そ れ ぞ れ 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ の ね じ 軌 道 １ ３ ２ 、 １ ３ ４ 、 １ ３ ６ が 上 腕 骨 頭 １ １ ２ を  
標 的 と す る よ う に 構 成 さ れ る 。 図 例 で は 、 下 降 貫 通 孔 １ ３ ８ は 下 降 ね じ 軌 道 １ ４ ０ が 小 結  
節 １ ５ ８ を 標 的 と す る よ う に 構 成 さ れ る 。 図 例 で は 、 距 貫 通 孔 １ ４ ２ は 一 以 上 の 可 変 距 ね  
じ 軌 道 １ ４ ４ 、 １ ４ ６ が 距 領 域 １ １ ４ を 標 的 と す る よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 例 に 見 ら れ る よ う に 、 軌 道 １ ３ ２ 、 １ ３ ４ 、 １ ３ ６ 、 １ ４ ０ 、 １ ４ ４ 、 １ ４ ６ は 、 上  
腕 骨 頭 １ １ ２ を よ り 良 く 支 持 す る よ う に 上 面 図 に お い て 広 が っ て い る 。 少 な く と も 一 つ の  
実 施 例 で は 、 上 面 図 に お い て （ 図 １ Ｃ の 上 面 図 の よ う に ） 軌 道 が 広 が り 、 複 数 の 解 剖 学 的  
ラ ン ド マ ー ク を 標 的 に で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 １ Ｄ は 、 本 開 示 の 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 に 係 わ る 、 図 １ Ａ ～ １ Ｃ の 上 腕 骨 用 釘 １ ０  
０ の 外 側 面 図 で あ っ て 、 図 １ Ｅ は 、 図 １ Ｄ の 上 腕 骨 用 釘 １ ０ ０ の 近 位 部 １ ０ ４ の 拡 大 図 で  
あ る 。 図 例 で は 、 距 ね じ 軌 道 １ ４ ６ の 一 つ は 別 の 距 ね じ 軌 道 １ ４ ４ よ り も 目 的 の 距 を よ り  
良 く 標 的 に で き る 。 こ の よ う に 、 医 師 は 、 骨 ね じ を 距 貫 通 孔 １ ４ ２ を 通 っ て 延 び る よ う 方  
向 付 け る こ と が で き 、 骨 ね じ は 選 択 さ れ た 距 ね じ 軌 道 １ ４ ６ に 沿 っ て 前 進 し 、 距 領 域 を 標  
的 と す る 。 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 で は 、 医 師 は 複 数 の 距 ね じ 軌 道 か ら 一 つ の 選 択 距 ね じ  
軌 道 を 選 択 す る こ と で 、 患 者 特 異 的 な 解 剖 学 的 ラ ン ド マ ー ク を 標 的 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 一 部 の 実 施 例 で は 、 下 降 ね じ 軌 道 １ ４ ０ は 近 位 か ら 遠 位 に 延 び る こ と が あ る 。 一 部 の 実  
施 例 で は 、 下 降 ね じ 軌 道 １ ４ ０ は 内 側 － 外 側 軸 線 １ ６ ２ か ら 近 位 に 角 度 １ ６ ０ で 延 び る こ  
と が あ る 。 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 で は 、 下 降 ね じ 軌 道 １ ４ ０ の 角 度 １ ６ ０ は 、 内 側 － 外  
側 軸 線 １ ６ ２ か ら 近 位 に 約 ３ ０ ° の こ と が あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 各 穿 孔 １ ２ ４ 、 １ ２ ６ 、 １ ２ ８ 、 １ ３ ８ 、 １ ４ ２ は 、 孔 入 口 と 孔 出 口 と を 含 み 、 図 例 で  
は ね じ 軌 道 １ ３ ２ 、 １ ３ ４ 、 １ ３ ６ 、 １ ４ ０ 、 １ ４ ４ 、 １ ４ ６ を 示 す ね じ の 方 向 に よ っ て  
示 さ れ る 。 つ ま り 、 ね じ は 貫 通 孔 の 孔 入 口 か ら 入 り 、 貫 通 孔 の 孔 出 口 を 通 っ て 延 び る 。 図  
例 で は 、 各 ね じ の 頭 部 は 各 貫 通 孔 の 孔 入 口 側 に あ り 、 ね じ 先 が 各 貫 通 孔 の 孔 出 口 側 に あ る  
。 ね じ 軌 道 １ ３ ２ 、 １ ３ ４ 、 １ ３ ６ 、 １ ４ ０ 、 １ ４ ４ 、 １ ４ ６ は 、 概 し て 、 各 穿 孔 １ ２ ４  
、 １ ２ ６ 、 １ ２ ８ 、 １ ３ ８ 、 １ ４ ２ の 孔 入 口 か ら 孔 出 口 ま で 延 び る 方 向 に 描 か れ て い る 。  
例 え ば 、 前 方 か ら 後 方 に 延 び る ね じ 軌 道 は 、 概 し て 、 上 腕 骨 用 釘 本 体 １ ０ ２ の 前 側 に ね じ  
頭 が あ り 、 上 腕 骨 用 釘 本 体 １ ０ ２ の 後 側 に ね じ 先 が あ る よ う に 描 か れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 ２ Ａ ～ 図 ２ Ｆ は 、 本 開 示 の 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 に 係 わ る 、 上 腕 骨 用 釘 本 体 ２ ０ ２  
を 含 む 上 腕 骨 用 釘 ２ ０ ０ の 各 種 図 で あ る 。 一 部 の 実 施 例 で は 、 上 腕 骨 用 釘 ２ ０ ０ の 上 腕 骨  
用 釘 本 体 ２ ０ ２ は 、 概 し て 、 図 １ Ａ ～ 図 １ Ｅ を 参 照 し て 説 明 さ れ た 上 腕 骨 用 釘 １ ０ ０ の 上  
腕 骨 用 釘 本 体 １ ０ ２ と 同 様 だ が 、 上 腕 骨 用 釘 本 体 ２ ０ ２ が 上 昇 貫 通 孔 ２ ０ ４ を 含 み 得 る 点  
に お い て 異 な る 。 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 で は 、 上 昇 貫 通 孔 ２ ０ ４ は 上 昇 ね じ 軌 道 ２ ０ ６  
を 定 め る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 一 部 の 実 施 例 で は 、 上 昇 貫 通 孔 ２ ０ ４ は 前 方 か ら 後 方 及 び 遠 位 か ら 近 位 に 延 び る 上 昇 ね  
じ 軌 道 ２ ０ ６ を 定 め る こ と が あ る 。 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 で は 、 上 昇 ね じ 軌 道 ２ ０ ６ は  
前 方 か ら 後 方 、 遠 位 か ら 近 位 、 及 び 内 側 か ら 外 側 に 延 び る こ と が あ る 。 少 な く と も 一 つ の  
実 施 例 で は 、 上 昇 ね じ 軌 道 ２ ０ ６ は 内 側 － 外 側 軸 線 よ り 前 方 に 角 度 ２ ５ ４ で 延 び る こ と が  
あ る 。 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 で は 、 上 昇 ね じ 軌 道 ２ ０ ６ の 角 度 ２ ５ ４ は 、 内 側 － 外 側 軸  
線 よ り 前 方 に 約 ９ ５ ° の こ と が あ る 。 図 ２ Ｃ の 図 例 で は 、 上 腕 骨 用 釘 ２ ０ ０ の 上 面 図 で 上  
昇 ね じ 軌 道 ２ ０ ６ と 下 降 ね じ 軌 道 １ ４ ０ が 一 列 に 並 ぶ よ う に 、 内 側 － 外 側 軸 線 に 対 す る 上  
昇 ね じ 軌 道 ２ ０ ６ の 角 度 ２ ５ ４ は 内 側 － 外 側 軸 線 に 対 す る 下 降 ね じ 軌 道 １ ４ ０ の 角 度 １ ５  
４ と 同 じ こ と が あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
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　 図 例 に 見 ら れ る よ う に 、 軌 道 １ ３ ２ 、 １ ３ ４ 、 １ ３ ６ 、 １ ４ ０ 、 １ ４ ４ 、 １ ４ ６ 、 ２ ０  
６ は 、 上 腕 骨 頭 １ １ ２ を よ り 良 く 支 持 す る た め 釘 長 手 軸 線 １ ０ ８ を 中 心 に 広 が っ て い る 。  
少 な く と も 一 つ の 実 施 例 で は 、 上 面 図 に お い て （ 図 ２ Ｃ の 上 面 図 の よ う に ） 軌 道 が 広 が り  
、 複 数 の 解 剖 学 的 ラ ン ド マ ー ク を 標 的 に で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 一 部 の 実 施 例 で は 、 上 昇 ね じ 軌 道 ２ ０ ６ が 前 － 後 軸 線 よ り 遠 位 に 角 度 ２ ０ ８ で 延 び る こ  
と が あ る 。 一 部 の 実 施 例 で は 、 上 腕 骨 用 釘 本 体 ２ ０ ２ 内 で 、 上 昇 ね じ 軌 道 ２ ０ ６ は 下 降 ね  
じ 軌 道 １ ４ ０ と 交 差 点 ２ １ ８ で 交 差 す る こ と が あ る 。 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 で は 、 上 腕  
骨 用 釘 本 体 ２ ０ ２ の 内 腔 １ ４ ８ 内 で 、 上 昇 ね じ 軌 道 ２ ０ ６ は 下 降 ね じ 軌 道 １ ４ ０ に 交 差 す  
る こ と が あ る 。 一 部 の 実 施 例 で は 、 ね じ は 一 度 に 上 昇 貫 通 孔 ２ ０ ４ と 下 降 貫 通 孔 １ ３ ８ の  
一 つ の み に 使 用 さ れ う る 。 こ の よ う に 、 上 昇 貫 通 孔 ２ ０ ４ と 下 降 貫 通 孔 １ ３ ８ が あ る こ と  
よ っ て 、 医 師 は 特 定 の 患 者 の 解 剖 学 的 構 造 に 基 づ い て 、 患 者 特 定 の ね じ 軌 道 １ ４ ０ 、 ２ ０  
６ を 選 択 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 下 降 ね じ 軌 道 ２ ０ ６ は 患 者 の 小 結 節 を 標 的 に す る 場  
合 に 選 択 さ れ る こ と が あ り 、 ま た 、 上 昇 ね じ 軌 道 １ ４ ０ は 上 腕 骨 頭 １ １ ２ の 距 領 域 １ １ ４  
を 標 的 に す る 場 合 に 選 択 さ れ る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 一 部 の 実 施 例 で は 、 釘 長 手 軸 線 １ ０ ８ に 沿 っ て あ る い は 近 位 － 遠 位 方 向 で 、 下 降 ね じ 軌  
道 ２ ０ ６ と 上 昇 ね じ 軌 道 １ ４ ０ は そ の 間 の 角 度 ２ ２ ０ を 定 め る こ と が で き る 。 一 部 の 実 施  
例 で は 、 角 度 ２ ２ ０ は 角 度 １ ０ ６ と 角 度 ２ ０ ８ の 組 み 合 わ せ で あ っ て も よ い 。 少 な く と も  
一 つ の 実 施 例 で は 、 角 度 ２ ２ ０ は 、 少 な く と も 上 昇 貫 通 孔 ２ ０ ４ 及 び 下 降 貫 通 孔 １ ３ ８ の  
構 造 統 合 性 を 維 持 す る た め の 最 小 角 度 で あ っ て も よ い 。 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 で は 、 最  
小 角 度 ２ ２ ０ は 約 ４ ０ ° で あ っ て も よ い 。 一 部 の 実 施 例 で は 、 上 昇 ね じ 軌 道 ２ ０ ６ と 下 降  
ね じ 軌 道 １ ４ ０ の そ れ ぞ れ は 、 ２ つ の 軌 道 の な す 角 度 ２ ２ ０ が 遠 位 － 近 位 軸 線 に 対 し て 少  
な く と も ４ ０ ° の い か な る 角 度 で 延 び て も よ い 。 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 で は 、 角 度 ２ ０  
８ は 約 ４ ５ ° で あ っ て も よ い 。 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 で は 、 角 度 １ ６ ０ は 約 １ ０ ° で あ  
っ て も よ い 。 一 部 の 実 施 例 で は 、 角 度 ２ ０ ８ は 約 ４ ５ ° で も よ く 、 角 度 １ ６ ０ は 約 １ ５ °  
で も よ い 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 図 ２ Ｆ の 図 例 で は 、 下 降 貫 通 孔 １ ３ ８ は 孔 入 口 ２ １ ０ と 孔 出 口 ２ １ ２ と を 含 む こ と が あ  
る 。 一 部 の 実 施 例 で は 、 孔 入 口 ２ １ ０ は 孔 出 口 ２ １ ２ に 対 し て 前 方 で 近 位 に あ っ て も よ い  
。 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 で は 、 孔 入 口 ２ １ ０ は 孔 出 口 ２ １ ２ に 対 し て 近 位 で 内 側 及 び 前  
方 に あ っ て も よ い 。 一 部 の 実 施 例 で は 、 孔 入 口 ２ １ ０ と 孔 出 口 ２ １ ２ は 下 降 ね じ 軌 道 １ ４  
０ を 定 め る こ と が あ る 。 図 例 で は 、 上 昇 貫 通 孔 ２ ０ ４ は 孔 入 口 ２ １ ４ と 孔 出 口 ２ １ ６ と を  
含 む こ と が あ る 。 一 部 の 実 施 例 で は 、 孔 入 口 ２ １ ４ は 孔 出 口 ２ １ ６ に 対 し て 前 方 で 遠 位 に  
あ っ て も よ い 。 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 で は 、 孔 入 口 ２ １ ４ は 孔 出 口 ２ １ ６ に 対 し て 遠 位  
で 内 側 及 び 前 方 に あ っ て も よ い 。 一 部 の 実 施 例 で は 、 孔 入 口 ２ １ ４ と 孔 出 口 ２ １ ６ は 上 昇  
ね じ 軌 道 ２ ０ ６ を 定 め る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 各 穿 孔 １ ２ ４ 、 １ ２ ６ 、 １ ２ ８ 、 １ ３ ８ 、 １ ４ ２ 、 ２ ０ ４ は 孔 入 口 と 孔 出 口 と を 含 み 、  
図 例 で は ね じ 軌 道 １ ３ ２ 、 １ ３ ４ 、 １ ３ ６ 、 １ ４ ０ 、 １ ４ ４ 、 １ ４ ６ 、 ２ ０ ６ を 示 す ね じ  
の 方 向 に よ っ て 示 さ れ る 。 す な わ ち 、 ね じ は 貫 通 孔 の 孔 入 口 か ら 入 り 、 貫 通 孔 の 孔 出 口 を  
通 っ て 延 び る 。 図 例 で は 、 各 ね じ の 頭 部 は 各 貫 通 孔 の 孔 入 口 側 に あ り 、 ね じ 先 が 各 貫 通 孔  
の 孔 出 口 側 に あ る 。 ね じ 軌 道 １ ３ ２ 、 １ ３ ４ 、 １ ３ ６ 、 １ ４ ０ 、 １ ４ ４ 、 １ ４ ６ 、 ２ ０ ６  
は 、 概 し て 、 各 穿 孔 １ ２ ４ 、 １ ２ ６ 、 １ ２ ８ 、 １ ３ ８ 、 １ ４ ２ 、 ２ ０ ４ の 孔 入 口 か ら 孔 出  
口 ま で 延 び る よ う に 方 向 を 付 け て 描 か れ る 。 例 え ば 、 前 方 か ら 後 方 に 延 び る ね じ 軌 道 は 、  
概 し て 、 上 腕 骨 用 釘 本 体 １ ０ ２ 、 ２ ０ ２ の 前 側 に ね じ 頭 が あ り 、 上 腕 骨 用 釘 本 体 １ ０ ２ 、  
２ ０ ２ の 後 側 に ね じ 先 が あ る よ う に 描 か れ て い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 図 ３ Ａ は 、 本 開 示 の 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 に 係 わ る 、 上 腕 骨 用 釘 本 体 ３ ０ ２ 内 に 形 成  
さ れ た 距 貫 通 孔 ３ ４ ２ の 孔 入 口 ３ ０ ４ の 透 視 図 で あ る 。 距 貫 通 孔 １ ４ ２ を 参 照 し て 上 述 し  
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た よ う に 、 距 貫 通 孔 ３ ４ ２ は 角 度 可 変 ね じ 軌 道 を 定 め る こ と が あ る 。 図 面 で は 、 距 貫 通 孔  
３ ４ ２ は 距 ね じ 軌 道 １ ４ ４ 、 １ ４ ６ （ 図 １ Ａ ～ 図 ２ Ｅ 参 照 ） に 対 応 す る ２ つ の 異 な る 距 ね  
じ 軌 道 を 定 め る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 一 部 の 実 施 例 で は 、 孔 入 口 ３ ０ ４ は ２ つ の 交 差 す る 長 円 ３ ４ ４ 、 ３ ４ ６ を 含 む こ と が あ  
る 。 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 で は 、 孔 入 口 ３ ０ ４ は お よ そ 数 字 の ８ の 字 状 の 開 口 を 含 む こ  
と が あ る 。 一 部 の 実 施 例 で は 、 第 １ の 曲 座 面 ３ ４ ４ （ 第 １ の 距 ね じ 軌 道 １ ４ ４ に 対 応 ） は  
第 ２ の 曲 座 面 ３ ４ ６ （ 第 ２ の 距 ね じ 軌 道 に 対 応 ） よ り も 近 位 に 位 置 す る こ と が あ る 。 少 な  
く と も 一 つ の 実 施 例 で は 、 第 １ の 曲 座 面 ３ ４ ４ と 第 ２ の 曲 座 面 ３ ４ ６ は 係 止 端 ３ ０ ６ 、 ３  
０ ８ で 交 わ る こ と が あ る 。 一 部 の 実 施 例 で は 、 係 止 端 ３ ０ ６ 、 ３ ０ ８ は 、 第 １ の 距 ね じ 軌  
道 １ ４ ４ 又 は 第 ２ の 距 ね じ 軌 道 １ ４ ６ の い ず れ か に ね じ を 保 持 す る よ う 構 成 さ れ る こ と が  
あ る 。 一 部 の 実 施 例 で は 、 曲 座 面 ３ ４ ４ 、 ３ ４ ６ は 、 上 腕 骨 用 釘 本 体 ３ ０ ２ の 外 径 か ら 内  
腔 １ ４ ８ に か け て 傾 斜 又 は 先 細 り に な っ て い る こ と が あ る 。 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 で は  
、 傾 斜 又 は 先 細 り に よ っ て 、 距 ね じ 軌 道 に 望 ま し い 角 度 を 作 る 座 面 が 提 供 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 図 ３ Ｂ は 、 本 開 示 の 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 に 係 わ る 、 図 ３ Ａ の 距 貫 通 孔 ３ ４ ２ の 孔 出  
口 ３ １ ０ の 透 視 図 で あ る 。 一 部 の 実 施 例 で は 、 距 ね じ 軌 道 １ ４ ４ 、 １ ４ ６ が 遠 位 か ら 近 位  
に 延 び る よ う に 、 孔 入 口 ３ ０ ４ は 孔 出 口 ３ １ ０ よ り も 遠 位 に 位 置 す る こ と が あ る 。 一 部 の  
実 施 例 で は 、 孔 入 口 ３ ０ ４ は 孔 出 口 ３ １ ０ に 対 し て 前 方 で 外 側 に 位 置 し て も よ い 。 少 な く  
と も 一 つ の 実 施 例 で は 、 孔 入 口 ３ ０ ４ は 内 側 － 外 側 軸 線 か ら ５ ０ ° 前 方 に 位 置 し て も よ く  
、 孔 出 口 ３ １ ０ は 内 側 － 外 側 軸 線 か ら 約 ５ ０ ° 後 方 に 位 置 し て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 で は 、 こ の 距 ね じ 軌 道 は 、 上 腕 骨 頭 の 内 側 － 後 部 の 四 分 円 に ね  
じ の 挿 入 を 可 能 に し 、 従 来 の 距 ね じ 軌 道 よ り も 利 用 者 に 安 定 性 を 提 供 す る も の で あ る 。 釘  
の 前 部 を こ の よ う に 配 置 す る こ と で 、 従 来 の 距 ね じ 軌 道 で は 傷 つ け て し ま う こ と も あ っ た  
腋 窩 神 経 の 主 幹 分 枝 も 避 け ら れ る 。 こ の 配 置 に よ っ て 、 ね じ 頭 は こ の 領 域 を 避 け た 腋 窩 神  
経 が 小 分 枝 と な っ た 領 域 に 挿 入 さ れ る た め 、 腋 窩 神 経 は 損 傷 を 受 け 難 く な る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 一 部 の 実 施 例 で は 、 孔 出 口 ３ １ ０ は ２ つ の 交 差 す る 長 円 ３ ４ ４ 、 ３ ４ ６ を 含 む こ と が あ  
る 。 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 で は 、 孔 出 口 ３ １ ０ は お よ そ 数 字 の ８ の 字 状 の 開 口 を 含 む こ  
と が あ る 。 一 部 の 実 施 例 で は 、 第 １ の 曲 座 面 ３ ４ ４ （ 第 １ の 距 ね じ 軌 道 １ ４ ４ に 対 応 ） は  
第 ２ の 曲 座 面 ３ ４ ６ （ 第 ２ の 距 ね じ 軌 道 に 対 応 ） よ り も 遠 位 に 位 置 す る こ と が あ る 。 少 な  
く と も 一 つ の 実 施 例 で は 、 第 １ の 曲 座 面 ３ ４ ４ と 第 ２ の 曲 座 面 ３ ４ ６ は 係 止 端 ３ ０ ６ 、 ３  
０ ８ で 交 わ る こ と が あ る 。 一 部 の 実 施 例 で は 、 係 止 端 ３ ０ ６ 、 ３ ０ ８ は 、 第 １ の 距 ね じ 軌  
道 １ ４ ４ 又 は 第 ２ の 距 ね じ 軌 道 １ ４ ６ の い ず れ か に ね じ を 保 持 す る よ う 構 成 さ れ る こ と が  
あ る 。 一 部 の 実 施 例 で は 、 特 に 釘 が 不 良 骨 質 に 埋 め 込 ま れ る 場 合 に 、 骨 ね じ が 上 腕 骨 用 釘  
を 通 っ て 固 定 さ れ る こ と が 重 要 で あ る 。 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 で は 、 距 貫 通 孔 ３ ４ ２ は  
、 近 位 － 遠 位 軸 線 に 対 し て 位 置 の 異 な る ２ つ の 距 ね じ 軌 道 １ ４ ４ 、 １ ４ ６ を 定 め る こ と が  
あ る 。 一 部 の 実 施 例 で は 、 曲 座 面 ３ ４ ４ 、 ３ ４ ６ 及 び 係 止 端 ３ ０ ６ 、 ３ ０ ８ は 、 孔 入 口 ３  
０ ４ か ら 孔 出 口 ３ １ ０ ま で の 大 き さ 、 向 き 、 寸 法 が 異 な る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 一 部 の 実 施 例 で は 、 曲 座 面 ３ ４ ４ 、 ３ ４ ６ は 、 上 腕 骨 用 釘 本 体 ３ ０ ２ の 外 径 か ら 内 腔 １  
４ ８ に か け て 傾 斜 又 は 先 細 り に な っ て い る こ と が あ る 。 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 で は 、 傾  
斜 又 は 先 細 り に よ っ て 、 距 ね じ 軌 道 に 望 ま し い 角 度 を 作 る 座 面 が 提 供 さ れ 得 る 。 図 例 で は  
、 医 師 が 一 度 に 距 貫 通 孔 ３ ４ ２ を 通 し て 挿 入 す る ね じ が 一 つ だ け と な る よ う に 、 第 １ の 距  
ね じ 軌 道 １ ４ ４ と 第 ２ の 距 ね じ 軌 道 １ ４ ６ が 交 差 す る 。 一 部 の 実 施 例 で は 、 医 師 は 、 患 者  
特 定 の 解 剖 学 的 構 造 に 基 づ い て 、 第 １ の 距 ね じ 軌 道 １ ４ ４ と 第 ２ の 距 ね じ 軌 道 １ ４ ６ か ら  
患 者 特 定 の 軌 道 を 選 択 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 図 ４ Ａ は 、 本 開 示 の 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 に 係 わ る 、 上 腕 骨 用 釘 本 体 ４ ０ ２ 内 に 形 成  
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さ れ た 距 貫 通 孔 ４ ４ ２ の 孔 入 口 ４ ０ ４ の 透 視 図 で あ る 。 距 貫 通 孔 １ ４ ２ を 参 照 し て 上 述 し  
た よ う に 、 距 貫 通 孔 ４ ４ ２ は 角 度 可 変 ね じ 軌 道 を 定 め る こ と が あ る 。 図 面 で は 、 距 貫 通 孔  
４ ４ ２ は ３ つ の 異 な る 距 ね じ 軌 道 を 定 め る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 一 部 の 実 施 例 で は 、 孔 入 口 ４ ０ ４ は ４ つ の 曲 座 面 ４ ０ ６ 、 ４ ０ ８ 、 ４ １ ０ 、 ４ １ ２ を 含  
む こ と が あ り 、 各 曲 座 面 は ３ つ の ね じ 軌 道 の う ち １ つ に 沿 っ て ね じ を 受 け 入 れ る よ う 構 成  
さ れ る 。 一 部 の 実 施 例 で は 、 孔 入 口 ４ ０ ４ は ３ つ の 交 差 す る 長 円 ４ ０ ６ 、 ４ １ ２ 、 （ 曲 座  
面 ４ ０ ８ 、 ４ １ ０ は 組 み 合 わ さ っ て ３ つ の 交 差 長 円 の １ つ を 形 成 す る ） を 含 む こ と が あ る  
。 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 で は 、 第 １ の 曲 座 面 ４ ０ ６ は 、 第 ２ の 曲 座 面 ４ ０ ８ 、 ４ １ ０ と  
第 ３ の 曲 座 面 ４ １ ２ に 対 し て 遠 位 で 外 側 に 位 置 す る こ と が あ る 。 少 な く と も 一 つ の 実 施 例  
で は 、 第 ３ の 曲 座 面 ４ １ ２ は 、 第 １ の 曲 座 面 ４ ０ ６ と 第 ２ の 曲 座 面 ４ ０ ８ 、 ４ １ ０ に 対 し  
て 近 位 で 内 側 に 位 置 す る こ と が あ る 。 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 で は 、 曲 座 面 ４ ０ ６ 、 ４ ０  
８ 、 ４ １ ０ 、 ４ １ ２ は 係 止 端 ４ １ ４ 、 ４ １ ６ 、 ４ １ ８ 、 ４ ２ ０ で 交 わ る こ と が あ る 。 一 部  
の 実 施 例 で は 、 係 止 端 ４ １ ４ 、 ４ １ ６ 、 ４ １ ８ 、 ４ ２ ０ は 、 ね じ を 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ の 距  
ね じ 軌 道 の そ れ ぞ れ に 保 持 す る よ う 構 成 さ れ る こ と が あ る 。 一 部 の 実 施 例 で は 、 特 に 骨 ね  
じ が 不 良 骨 質 に 埋 め 込 ま れ る 場 合 に 、 ね じ が 上 腕 骨 用 釘 を 通 っ て 固 定 さ れ る こ と が 重 要 で  
あ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 一 部 の 実 施 例 で は 、 曲 座 面 ４ ０ ６ 、 ４ ０ ８ 、 ４ １ ０ 、 ４ １ ２ は 、 上 腕 骨 用 釘 本 体 ４ ０ ２  
の 外 径 か ら 内 腔 １ ４ ８ に か け て 傾 斜 又 は 先 細 り に な っ て い る こ と が あ る 。 少 な く と も 一 つ  
の 実 施 例 で は 、 傾 斜 又 は 先 細 り に よ っ て 、 距 ね じ 軌 道 に 望 ま し い 角 度 を 作 る 座 面 が 提 供 さ  
れ 得 る 。 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 で は 、 距 貫 通 孔 ４ ４ ２ が ４ つ 以 上 の 異 な る 距 ね じ 軌 道 を  
定 め ら れ る よ う に 、 距 貫 通 孔 ４ ４ ２ は ５ つ 以 上 の 曲 座 面 ４ ０ ６ 、 ４ ０ ８ 、 ４ １ ０ 、 ４ １ ２  
と ５ つ 以 上 の 係 止 端 ４ １ ４ 、 ４ １ ６ 、 ４ １ ８ 、 ４ ２ ０ と を 含 む こ と が あ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 図 ４ Ｂ は 、 本 開 示 の 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 に 係 わ る 、 図 ４ Ａ の 距 貫 通 孔 ４ ０ ２ の 孔 出  
口 ４ ２ ２ の 透 視 図 で あ る 。 一 部 の 実 施 例 で は 、 各 距 ね じ 軌 道 が 遠 位 か ら 近 位 に 延 び る よ う  
に 、 孔 入 口 ４ ０ ４ は 孔 出 口 ４ ２ ２ よ り 遠 位 に 位 置 す る こ と が あ る 。 一 部 の 実 施 例 で は 、 孔  
入 口 ４ ０ ４ は 孔 出 口 ４ ２ ２ に 対 し て 前 方 で 外 側 に 位 置 し て も よ い 。 少 な く と も 一 つ の 実 施  
例 で は 、 孔 入 口 ４ ０ ４ は 内 側 － 外 側 軸 線 か ら ５ ０ ° 前 方 に 位 置 し て も よ く 、 孔 出 口 ４ ２ ２  
は 内 側 － 外 側 軸 線 か ら お よ そ ５ ０ ° 後 方 に 位 置 し て も よ い 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 一 部 の 実 施 例 で は 、 孔 出 口 ４ ２ ２ は ４ つ の 曲 座 面 ４ ０ ６ 、 ４ ０ ８ 、 ４ １ ０ 、 ４ １ ２ を 含  
む こ と が あ り 、 各 曲 座 面 は ３ つ の ね じ 軌 道 の う ち １ つ に 沿 っ て ね じ を 受 け 入 れ る よ う 構 成  
さ れ る 。 一 部 の 実 施 例 で は 、 孔 出 口 ４ ２ ２ は ３ つ の 交 差 長 円 ４ ０ ６ 、 ４ １ ２ （ 曲 座 面 ４ ０  
８ 、 ４ １ ０ が 組 み 合 わ さ っ て ３ つ の 交 差 長 円 の １ つ を 形 成 す る ） を 含 む こ と が あ る 。 少 な  
く と も 一 つ の 実 施 例 で は 、 第 １ の 曲 座 面 ４ ０ ６ は 、 第 ２ の 曲 座 面 ４ ０ ８ 、 ４ １ ０ と 第 ３ の  
曲 座 面 ４ １ ２ に 対 し て 近 位 で 内 側 に 位 置 す る こ と が あ る 。 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 で は 、  
第 ３ の 曲 座 面 ４ １ ２ は 、 第 １ の 曲 座 面 ４ ０ ６ と 第 ２ の 曲 座 面 ４ ０ ８ 、 ４ １ ０ に 対 し て 遠 位  
で 外 側 に 位 置 す る こ と が あ る 。 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 で は 、 曲 座 面 ４ ０ ６ 、 ４ ０ ８ 、 ４  
１ ０ 、 ４ １ ２ は 、 係 止 端 ４ １ ４ 、 ４ １ ６ 、 ４ １ ８ 、 ４ ２ ０ で 交 わ る こ と が あ る 。 一 部 の 実  
施 例 で は 、 係 止 端 ４ １ ４ 、 ４ １ ６ 、 ４ １ ８ 、 ４ ２ ０ は 、 ね じ を 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ の 距 ね じ  
軌 道 の そ れ ぞ れ に 保 持 す る よ う 構 成 さ れ る こ と が あ る 。 一 部 の 実 施 例 で は 、 特 に 骨 ね じ が  
不 良 骨 質 に 埋 め 込 ま れ る 場 合 に 、 ね じ が 上 腕 骨 用 釘 を 通 っ て 固 定 さ れ る こ と が 重 要 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 一 部 の 実 施 例 で は 、 曲 座 面 ４ ０ ６ 、 ４ ０ ８ 、 ４ １ ０ 、 ４ １ ２ は 、 上 腕 骨 用 釘 本 体 ４ ０ ２  
の 外 径 か ら 内 腔 １ ４ ８ に か け て 傾 斜 又 は 先 細 り に な っ て い る こ と が あ る 。 少 な く と も 一 つ  
の 実 施 例 で は 、 傾 斜 又 は 先 細 り に よ っ て 、 距 ね じ 軌 道 に 望 ま し い 角 度 を 作 る 座 面 が 提 供 さ  
れ 得 る 。 少 な く と も 一 つ の 実 施 例 で は 、 距 貫 通 孔 ４ ４ ２ が ４ つ 以 上 の 異 な る 距 ね じ 軌 道 を  
定 め ら れ る よ う に 、 距 貫 通 孔 ４ ４ ２ は ５ つ 以 上 の 曲 座 面 ４ ０ ６ 、 ４ ０ ８ 、 ４ １ ０ 、 ４ １ ２  
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と ５ つ 以 上 の 係 止 端 ４ １ ４ 、 ４ １ ６ 、 ４ １ ８ 、 ４ ２ ０ と を 含 む こ と が あ る 。 図 例 で は 、 医  
師 が 一 度 に 距 貫 通 孔 ４ ４ ２ を 通 し て 挿 入 す る ね じ が 一 つ だ け と な る よ う に 、 第 １ 、 第 ２ 、  
第 ３ の 距 ね じ 軌 道 が 交 差 す る 。 一 部 の 実 施 例 で は 、 医 師 は 、 患 者 特 定 の 解 剖 学 的 構 造 に 基  
づ い て 、 第 １ 、 第 ２ 、 第 ３ の 距 ね じ 軌 道 か ら 患 者 特 定 の 軌 道 を 選 択 す る こ と が で き る 。 少  
な く と も 一 つ の 実 施 例 で は 、 距 貫 通 孔 ４ ４ ２ は 、 近 位 － 遠 位 軸 線 及 び 内 側 － 外 側 軸 線 に 対  
し て 異 な る 少 な く と も ３ つ の 距 ね じ 軌 道 を 定 め る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 上 述 の 「 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 」 で は 、 効 率 的 に 開 示 す る た め に 各 種 特 徴 が 一 つ の  
例 に ま と め ら れ て い る こ と が 分 か る 。 こ の 開 示 方 法 は 、 記 載 さ れ た 実 施 例 が 各 請 求 項 に 明  
記 さ れ る よ り も 多 く の 特 徴 を 要 す る と い う 意 図 が 反 映 さ れ て い る と 解 釈 し て は な ら な い 。  
む し ろ 、 以 下 の 請 求 項 に 反 映 さ れ る よ う に 、 発 明 の 主 題 は 一 つ の 開 示 例 の 特 徴 の 全 て よ り  
も 少 な い 特 徴 を 持 つ も の で あ る 。 つ ま り 、 以 下 の 特 許 請 求 の 範 囲 は 、 明 細 書 中 の 「 発 明 を  
実 施 す る た め の 形 態 」 に 内 包 さ れ 、 各 請 求 項 は 別 々 の 例 と し て 確 立 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 な お 、 上 記 一 般 的 な 説 明 で 述 べ た 作 用 又 は 構 成 要 素 の 全 て が 必 要 と さ れ る も の で は な く  
、 特 定 の 作 用 又 は 装 置 の 一 部 は 必 要 と さ れ な い こ と が あ る 。 ま た 、 説 明 さ れ た も の に 加 え  
て 、 一 以 上 の 更 な る 作 用 が 実 施 さ れ た り 、 構 成 要 素 が 含 ま れ る こ と が あ る 。 更 に 、 作 用 が  
列 挙 さ れ る 順 番 は 、 必 ず し も 作 用 が 実 施 さ れ る 順 番 で は な い 。 ま た 、 発 明 の 概 念 は 特 定 の  
実 施 例 を 用 い て 説 明 さ れ た 。 し か し な が ら 、 当 業 者 に と っ て 当 然 の こ と な が ら 、 以 下 の 特  
許 請 求 の 範 囲 に 規 定 さ れ る 本 開 示 の 範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 各 種 改 変 や 変 更 が 実 施 さ れ  
得 る 。 よ っ て 、 本 明 細 書 と 図 面 は 限 定 的 な も の で は な く 、 説 明 的 な も の で あ る と 解 釈 さ れ  
る べ き で あ り 、 そ の よ う な 改 変 は 本 開 示 の 範 囲 内 に 含 ま れ る こ と が 意 図 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 利 益 、 そ の 他 の 利 点 、 問 題 へ の 解 決 策 が 特 定 の 実 施 例 に 関 連 し て 上 述 さ れ た 。 し か し な  
が ら 、 こ れ ら 利 益 、 利 点 、 問 題 へ の 解 決 策 、 及 び 、 今 後 発 生 す る 又 は よ り 強 調 さ れ る 利 益  
、 利 点 、 問 題 へ の 解 決 策 は 、 特 許 請 求 の 範 囲 の い ず れ か 又 は 全 て に 不 可 欠 、 必 要 、 あ る い  
は 重 要 な 特 徴 で あ る と 解 釈 さ れ る べ き で は な い 。 ま た 、 開 示 さ れ た 主 題 は 本 明 細 書 の 開 示  
事 項 か ら 利 益 を 享 受 す る 当 業 者 に と っ て は 明 確 な 、 異 な る が 同 等 の 様 式 で 改 変 さ れ て 実 施  
さ れ 得 る た め 、 上 記 特 定 の 実 施 例 は 説 明 の た め に の み 開 示 さ れ て い る 。 以 下 の 特 許 請 求 の  
範 囲 に 明 記 さ れ な い 限 り 、 本 明 細 書 に 示 さ れ た 構 成 体 又 は 設 計 の 詳 細 に は い か な る 制 限 も  
意 図 さ れ な い 。 し た が っ て 、 当 然 の こ と な が ら 、 上 述 さ れ た 特 定 の 実 施 例 は 変 更 、 改 変 さ  
れ て も よ く 、 そ の よ う な 変 形 例 の 全 て は 開 示 さ れ た 主 題 の 範 囲 内 に あ る と 解 釈 さ れ る 。 ま  
た 、 本 明 細 書 中 で 求 め ら れ る 保 護 は 以 下 の 特 許 請 求 の 範 囲 に 規 定 さ れ る 。
本 発 明 は 、 以 下 の 発 明 も 含 む 。
第 １ の 態 様 は 、
釘 本 体 の 近 位 部 か ら 遠 位 部 に 延 び る 釘 長 手 軸 線 を 定 め る 釘 本 体 と 、
前 記 釘 本 体 内 に 形 成 さ れ 、 孔 出 口 に 対 し て 前 方 で 近 位 に 位 置 す る 孔 入 口 を 有 し 、 前 記 釘 本  
体 を 通 る 前 方 か ら 後 方 へ の 下 降 ね じ 軌 道 を 定 め る 下 降 貫 通 孔 と を 備 え る 上 腕 骨 用 釘 で あ る 。
第 ２ の 態 様 は 、
前 記 下 降 貫 通 孔 は 患 者 の 小 結 節 を 標 的 に す る た め に 骨 ね じ を 収 容 す る よ う 構 成 さ れ る 、 第  
１ の 態 様 に お け る 上 腕 骨 用 釘 で あ る 。
第 ３ の 態 様 は 、
前 記 下 降 貫 通 孔 が 前 記 上 腕 骨 用 釘 の 前 記 近 位 部 を 通 っ て 延 び る 、 第 １ の 態 様 又 は 第 ２ の 態  
様 に お け る 上 腕 骨 用 釘 で あ る 。
第 ４ の 態 様 は 、
前 記 釘 本 体 を 通 り 、 前 記 下 降 ね じ 軌 道 に 交 差 す る 上 昇 ね じ 軌 道 を 定 め る 上 昇 貫 通 孔 を 更 に  
備 え る 、 第 １ の 態 様 ～ 第 ３ の 態 様 の い ず れ か 一 つ に お け る 上 腕 骨 用 釘 で あ る 。
第 ５ の 態 様 は 、
前 記 上 昇 ね じ 軌 道 と 前 記 下 降 ね じ 軌 道 の な す 角 度 が 近 位 － 遠 位 方 向 に 少 な く と も ４ ０ ° で  
あ る よ う 構 成 さ れ る 、 第 ４ の 態 様 に お け る 上 腕 骨 用 釘 で あ る 。
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第 ６ の 態 様 は 、
釘 本 体 の 近 位 部 か ら 前 記 釘 本 体 の 遠 位 部 に 延 び る 釘 長 手 軸 線 を 定 め る 釘 本 体 と 、
前 記 釘 本 体 内 に 形 成 さ れ 、 前 記 釘 長 手 軸 線 を 横 切 っ て 延 び る 第 １ の ね じ 軌 道 を 定 め る 第 １  
の 近 位 貫 通 孔 と 、
前 記 釘 本 体 内 に 形 成 さ れ 、 前 記 釘 長 手 軸 線 を 横 切 っ て 延 び る 第 ２ の ね じ 軌 道 を 定 め る 第 ２  
の 近 位 貫 通 孔 と 、
前 記 釘 本 体 内 に 形 成 さ れ 、 前 記 釘 長 手 軸 線 を 横 切 っ て 延 び る 第 ３ の ね じ 軌 道 を 定 め る 第 ３  
の 近 位 貫 通 孔 と 、
前 記 釘 本 体 内 に 形 成 さ れ 、 前 方 か ら 後 方 及 び 近 位 か ら 遠 位 に 延 び る 下 降 ね じ 軌 道 を 定 め る  
下 降 貫 通 孔 と 、
前 記 釘 本 体 内 に 形 成 さ れ 、 前 方 か ら 後 方 、 外 側 か ら 内 側 、 及 び 遠 位 か ら 近 位 に 延 び る 距 ね  
じ 軌 道 を 定 め る 距 貫 通 孔 と を 備 え る 、 上 腕 骨 用 釘 で あ る 。
第 ７ の 態 様 は 、
前 記 第 １ の 近 位 貫 通 孔 、 前 記 第 ２ の 近 位 貫 通 孔 、 前 記 第 ３ の 近 位 貫 通 孔 、 前 記 下 降 貫 通 孔  
、 及 び 前 記 距 貫 通 孔 は 、 前 記 釘 本 体 の 前 記 近 位 部 を 通 っ て 延 び る 、 第 ６ の 態 様 に お け る 上  
腕 骨 用 釘 で あ る 。
第 ８ の 態 様 は 、
前 記 第 １ の 近 位 貫 通 孔 は 、 前 記 第 １ の ね じ 軌 道 が 内 側 － 外 側 軸 線 に 沿 っ て 外 側 か ら 内 側 に  
延 び る こ と を 定 め る 、 第 ６ の 態 様 又 は 第 ７ の 態 様 に お け る 上 腕 骨 用 釘 で あ る 。
第 ９ の 態 様 は 、
前 記 第 ２ の 近 位 貫 通 孔 は 、 前 記 第 ２ の ね じ 軌 道 が 外 側 か ら 内 側 及 び 後 方 か ら 前 方 に 延 び る  
こ と を 定 め る 、 第 ６ の 態 様 ～ 第 ８ の 態 様 の い ず れ か 一 つ に お け る 上 腕 骨 用 釘 で あ る 。
第 １ ０ の 態 様 は 、
前 記 第 ３ の 近 位 貫 通 孔 は 、 前 記 第 ３ の ね じ 軌 道 が 外 側 か ら 内 側 及 び 前 方 か ら 後 方 に 延 び る  
こ と を 定 め る 、 第 ６ の 態 様 ～ 第 ９ の 態 様 の い ず れ か 一 つ に お け る 上 腕 骨 用 釘 で あ る 。
第 １ １ の 態 様 は 、
前 記 距 貫 通 孔 が 角 度 可 変 距 ね じ 軌 道 を 定 め る 、 第 ６ の 態 様 ～ 第 １ ０ の 態 様 の い ず れ か 一 つ  
に お け る 上 腕 骨 用 釘 で あ る 。
第 １ ２ の 態 様 は 、
前 記 釘 本 体 内 に 形 成 さ れ 、 前 方 か ら 後 方 及 び 遠 位 か ら 近 位 に 延 び る 上 昇 ね じ 軌 道 を 定 め る  
上 昇 貫 通 孔 を 更 に 含 む 、 第 ６ の 態 様 ～ 第 １ １ の 態 様 の い ず れ か 一 つ に お け る 上 腕 骨 用 釘 で  
あ る 。
第 １ ３ の 態 様 は 、
上 腕 骨 用 釘 本 体 の 近 位 部 か ら 遠 位 部 に 延 び る 釘 長 手 軸 線 を 定 め る 、 上 腕 骨 用 釘 本 体 と 、
前 記 上 腕 骨 用 釘 本 体 を 通 っ て 延 び 、 孔 出 口 に 対 し て 前 方 及 び 外 側 に 位 置 す る 孔 入 口 を 有 す  
る 距 貫 通 孔 と を 備 え 、
前 記 距 貫 通 孔 は 遠 位 か ら 近 位 に 延 び る 少 な く と も ２ つ の 異 な る 距 ね じ 軌 道 を 定 め る 、 上 腕  
骨 用 釘 で あ る 。
第 １ ４ の 態 様 は 、
前 記 孔 入 口 は ２ つ の 交 差 長 円 を 備 え る 第 １ ３ の 態 様 に お け る 上 腕 骨 用 釘 で あ る 。
第 １ ５ の 態 様 は 、
前 記 少 な く と も ２ つ の 異 な る 距 ね じ 軌 道 は 近 位 － 遠 位 方 向 及 び 内 側 － 外 側 方 向 に 異 な る 、  
第 １ ３ の 態 様 又 は 第 １ ４ の 態 様 に お け る 上 腕 骨 用 釘 で あ る 。
第 １ ６ の 態 様 は 、
前 記 孔 入 口 は 数 字 の ８ の 字 状 の 開 口 を 備 え る 、 第 １ ３ の 態 様 ～ 第 １ ５ の 態 様 の い ず れ か 一  
つ に お け る 上 腕 骨 用 釘 で あ る 。
第 １ ７ の 態 様 は 、
前 記 距 貫 通 孔 は 少 な く と も ３ つ の 異 な る 距 ね じ 軌 道 を 定 め る 、 第 １ ３ の 態 様 ～ 第 １ ６ の 態  
様 の い ず れ か 一 つ に お け る 上 腕 骨 用 釘 で あ る 。
第 １ ８ の 態 様 は 、
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前 記 孔 入 口 は ３ つ の 交 差 長 円 を 備 え る 、 第 １ ３ の 態 様 ～ 第 １ ７ の 態 様 の い ず れ か 一 つ に お  
け る 上 腕 骨 用 釘 で あ る 。
第 １ ９ の 態 様 は 、
前 記 異 な る 距 ね じ 軌 道 の そ れ ぞ れ は 前 記 釘 長 手 軸 線 か ら ４ ０ ° ～ ６ ０ ° の 角 度 で 延 び る 、  
第 １ ３ の 態 様 ～ 第 １ ８ の 態 様 の い ず れ か 一 つ に お け る 上 腕 骨 用 釘 で あ る 。
第 ２ ０ の 態 様 は 、
前 記 孔 入 口 は 内 側 － 外 側 軸 線 か ら 前 方 に お よ そ ５ ０ ° に 配 置 さ れ 、 前 記 孔 出 口 は 内 側 － 外  
側 軸 線 か ら 後 方 に お よ そ ５ ０ ° に 配 置 さ れ る 、 第 １ ３ の 態 様 ～ 第 １ ９ の 態 様 の い ず れ か 一  
つ に お け る 上 腕 骨 用 釘 で あ る 。
【 図 面 】
【 図 １ Ａ 】 【 図 １ Ｂ 】
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【 図 １ Ｃ 】 【 図 １ Ｄ 】

【 図 １ Ｅ 】 【 図 ２ Ａ 】
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【 図 ２ Ｂ 】 【 図 ２ Ｃ 】

【 図 ２ Ｄ 】 【 図 ２ Ｅ 】
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【 図 ２ Ｆ 】 【 図 ３ Ａ 】

【 図 ３ Ｂ 】 【 図 ４ Ａ 】
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【 図 ４ Ｂ 】
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